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ま
え
が
き

　
ま
さ
か
現
代
世
界
で
疾
病
に
よ
る
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（

都
市
封
鎖）

」
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ

た
。
せ
い
ぜ
い
小
説
の
話
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
き
る
や
、
国
際
的
な
大
都
市
が
次
々
と
鎖と

ざ

さ
れ
る
。
一
挙
に
「
政
治
」
と
「
生
活
」
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
。

　
日
本
で
は
、
感
染
症
専
門
家
が
「
こ
れ
か
ら
一
、二
週
間
が
瀬
戸
際
」
と
警
告
す
る
と
、
安
倍
晋
三
首
相（

当
時）

は

「
一
斉
休
校
」
を
宣
言
。
疫
学
者
は
人
と
人
と
の
接
触
を
八
割
減
ら
せ
と
言
う
。
指
導
層
が
雲
の
上
か
ら
「
国
民
の
み

な
さ
ん
」
に
向
け
て
「
神
々
の
目
線
」
で
語
り
だ
し
た
。
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
に
緊
急
事
態
宣
言
と
き
て
、
憂
苦
が
つ
の
る
。

現
場
に
当
た
っ
て
書
こ
う
と
決
め
た
。
首
相
官
邸
と
専
門
家
を
含
め
た
霞
が
関
周
辺
の
政
治
が
「
歴
史
の
審
判
」
を
受

け
る
に
は
、
最
前
線
で
コ
ロ
ナ
と
た
た
か
う
医
療
従
事
者
、
保
健
師
、
行
政
職
員
や
ワ
ク
チ
ン
開
発
者
、
死
線
を
さ
ま

よ
っ
た
感
染
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者
の
記
録
が
必
要
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
東
京
の
永
寿
総
合
病
院
の
集
団
感
染
の
検
証
を
振
り
出
し
に
、
日
本
初
の
コ
ロ
ナ
院
内
感
染
を
論
理
的
な
対
応
で
抑

え
込
ん
だ
和
歌
山
県
、
ク
ル
ー
ズ
船（

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号）

の
患
者
搬
送
に
始
ま
る
医
療
体
制
の
構
築
、

Ｇｏ
Ｔｏ
ト
ラ
ベ
ル
開
始
に
前
後
し
て
感
染
爆
発
し
た
沖
縄
、
置
き
去
り
に
さ
れ
る
精
神
科
の
患
者
、
集
中
治
療
室（

Ｉ

Ｃ
Ｕ）

の
運
用
と
病
床
確
保
の
実
態
…
…
と
、
全
国
の
現
場
を
め
ぐ
り
、
取
材
を
し
た
。

　
一
連
の
し
ご
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
か
つ
て
評
伝
を
著
し
た
医
師
出
身
の
政
治
家
、
後
藤
新
平（

一
八
五
七
〜
一
九
二

まえがき
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九）

の
系
譜
を
継
ぐ
者
を
見
出
す
行
為
で
も
あ
っ
た
。
後
藤
は
、
日
清
戦
争
後
、
大
陸
か
ら
帰
還
す
る
二
三
万
余
の
将

兵
へ
の
大
検
疫
事
業
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
下
関
沖
の
彦
島
、
広
島
沖
の
似
島
、
大
阪
沖
の
桜
島
の
三
カ

所
に
巨
大
な
検
疫
施
設
を
建
設
し
、
一
刻
も
早
く
上
陸
し
よ
う
と
猛た

け

る
軍
人
を
押
し
と
ど
め
、
現
場
を
指
揮
し
た
。
そ

の
胸
奥
に
は
、
感
染
症
の
前
に
権
力
者
も
貧
乏
人
も
な
い
、
と
も
に
救
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
公
共
の
思
想
」

が
脈
打
つ
。
コ
ロ
ナ
の
大
流
行
に
直
面
し
、
県
レ
ベ
ル
で
病
院
長
会
議
を
設
け
て
病
床
を
増
や
し
た
医
師
や
、
地
域
完

結
型
の
対
策
を
確
立
し
た
保
健
所
長
と
職
員
、
修
羅
場
に
飛
び
込
ん
だ
技
官
、
患
者
を
懸
命
に
ケ
ア
す
る
看
護
師
と
救

急
医
…
…
ご
本
人
た
ち
に
は
失
礼
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
後
藤
の
現
代
的
た
た
ず
ま
い
を
感
じ
て
い
た
。

　
そ
の
間
、
首
相
だ
っ
た
安
倍
は
体
調
不
良
で
辞
任
し
、
菅
義
偉
が
跡
を
継
ぐ
。
菅
は
、
東
京
都
知
事
の
小
池
百
合
子

と
「
政
争
」
を
展
開
し
つ
つ
、
世
論
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
行
な
い
、
自
身
の
権

力
維
持
を
図
っ
た
。
小
池
は
、
都
知
事
選
で
再
選
を
は
た
す
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
色
の
濃
い
策
を
連
発
す
る
が
、
東

京
は
一
向
に
エ
ピ
セ
ン
タ
ー（

感
染
震
源
地）
を
脱
せ
ら
れ
な
い
。
国
も
都
も
迷
走
し
、
現
場
の
知
が
届
か
な
か
っ
た
。

　
政
府
迷
走
の
帰
結
が
菅
の
退
陣
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
失
政
を
菅
個
人
の
資
質
で
片
づ
け
て
は
な
る
ま
い
。
菅
の

次
に
岸
田
文
雄
が
権
力
の
座
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
ウ
イ
ル
ス
が
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
統
治
機
構
で
政
策
を

立
案
し
、
執
行
す
る
の
は
官
僚
や
閣
僚
で
あ
り
、
政
府
の
諮
問
を
受
け
る
専
門
家
の
責
任
も
重
い
。
司
令
塔
が
機
能
せ

ず
、
大
本
営
の
失
策
を
前
線
の
将
兵
が
必
死
で
補
っ
て
、
た
た
か
う
。
そ
の
よ
う
な
古
く
さ
い
比
喩
が
、
い
ま
だ
に
こ

の
国
を
覆
っ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
い
を
出
発
点
と
し
て
、
医
療
現
場
と
政
治
の
七
〇
〇
日
を
追
っ
て
い
こ
う
。

（
本
文
中
、
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た）
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す
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／
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医
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機
関
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
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開
／
患
者
を
ど
う
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り
当
て
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⒢
「
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川
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デ
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第
４
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縄
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53
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広
が
っ
た
／
病
床
が
足
り
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⒡
⒢
「
全
方
位
医
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⒢
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／
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⒢
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６
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Ｃ
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Ｃ
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／
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⒢
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Ｒ
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第
１
章

永
寿
ケ
ース

　
東
京
都
台
東
区
の
永
寿
総
合
病
院（

四
〇
〇
床）

は
、
羅
針
盤
が
壊
れ
た
船
の
よ
う
に
方
向
感
覚
を
失
い
、「
院
内
感

染
」
と
い
う
暴
風
雨
圏
に
突
っ
込
ん
で
い
た
。
二
〇
二
〇
年
三
月
下
旬
、
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
病
棟
か

ら
病
棟
へ
侵
入
し
、
高
齢
患
者
の
命
を
次
々
と
奪
っ
て
い
る
。
医
師
や
看
護
師
は
殺
人
ウ
イ
ル
ス
の
恐
怖
に
苛さ

い
なま

れ
、

「
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
子
ど
も
た
ち
を
よ
ろ
し
く
」
と
配
偶
者
に
託
し
て
病
棟
に
入
っ
た
。
一
般
の
診
療
は
全
面
的

に
止
ま
る
。
二
カ
月
あ
ま
り
永
寿
は
孤
立
し
た
。

　
六
月
上
旬
に
診
療
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
に
入
院
患
者
一
〇
九
人
、
職
員
八
三
人
が
感
染
し
、
原
疾
患
で
闘
病
中
の
四

三
人
が
死
亡
し
た
。
陽
性
患
者
の
約
四
割
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
わ
け
て
も
白
血
病
な
ど
を
治
療
す
る
血
液
内
科
で
は
、

感
染
し
た
四
八
人
の
う
ち
、
二
三
人
が
命
を
落
と
し
た
。
凄
ま
じ
い
死
亡
率
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
一
波
は
全
国
各
地
で
院
内
感
染
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
永
寿
の
ケ
ー
ス
は
最

大
の
悲
劇
だ
っ
た
。
病
院
内
の
感
染
爆
発（

ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク）
は
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
非
常
事
態
で
あ
っ
た
。

　
永
寿
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
院
内
感
染
が
拡
が
っ
た
の
か
。
感
染
を
抑
え
る
手
だ
て
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
院
内
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情
報
は
少
な
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
序
章
の
段
階
だ
っ
た
。

第 1章　永寿ケース

1
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永
寿
の
医
療
者
は
未
知
の
恐
怖
と
遭
遇
し
、
懸
命
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
感
染
の
制
御
は
「
初
動
」

が
重
要
だ
っ
た
。
永
寿
ケ
ー
ス
は
、
そ
の
後
、
日
本
じ
ゅ
う
の
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
が
直
面
す
る
コ
ロ
ナ
と
の
た

た
か
い
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
敗
北
の
厳
し
い
現
実
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
経
緯
を
た
ど
る
と
こ
ろ
か
ら
本
書
の
筆
を

起
こ
し
た
い
。
そ
れ
が
、
病
原
体
に
侵
さ
れ
て
逝
っ
た
人
た
ち
へ
の
さ
さ
や
か
な
鎮
魂
で
あ
り
、
失
敗
の
本
質
に
近
づ

く
狭
い
け
れ
ど
確
か
な
入
口
だ
と
私
は
思
う
。
事
実
の
一
つ
一
つ
が
「
次
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

混
乱
す
る
現
場
へ

　
感
染
爆
発
の
さ
な
か
の
二
〇
二
〇
年
三
月
三
〇
日
、
針
路
が
定
ま
ら
ず
、
迷
走
し
て
い
る
永
寿
に
、
感
染
制
御
の
プ

ロ
が
送
り
込
ま
れ
た
。
厚
生
労
働
省
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
が
派
遣
し
た
「
永
寿
総
合
病
院
調
査
チ
ー
ム
」
で
あ
る
。

　
リ
ー
ダ
ー
は
具ぐ

芳よ
し

明あ
き

医
師
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
Ａ
Ｍ
Ｒ
臨
床
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
情
報
・

教
育
支
援
室
長
だ
っ
た（

以
下
、
肩
書
は
す
べ
て
当
時）

。

　
具
は
一
九
九
七
年
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
長
野
県
の
地
域
密
着
医
療
で
名
高
い
佐
久
総
合
病
院

に
入
職
し
て
い
る
。
山
間
の
町
で
臨
床
経
験
を
積
ん
だ
後
、
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
臨
床
感
染
症
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
始
め
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
「
実
地
疫
学
専
門
家
養
成
コ
ー
ス（

Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｐ）

」
で
感
染
制
御
の
実
践
論
を

学
ぶ
。
そ
の
後
、
東
北
大
学
病
院
総
合
感
染
症
科
の
助
手
、
講
師
を
経
て
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
に
移
っ

た
。
二
〇
二
一
年
四
月
以
降
は
、
母
校
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
の
教
授
を
務
め
て
い
る
。

　
じ
つ
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
を
修
了
し
た
医
師
や
看
護
師
た
ち
は
、
燃
え
広
が
っ
た
院
内
感
染
の
「
火
消
し
役
」
だ
っ
た
。

そ
の
存
在
は
メ
デ
ィ
ア
が
持
ち
上
げ
る
専
門
家
の
陰
で
目
立
た
な
か
っ
た
が
、
貴
重
な
実
働
部
隊
を
構
成
し
て
い
た
。
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第
一
波
の
感
染
拡
大
期
、
具
は
七
つ
の
医
療
機
関
の
感
染
の
炎
を
消
し
た
。
永
寿
に
足
を
踏
み
入
れ
た
第
一
印
象
は

「
全
体
像
が
わ
か
ら
な
い
」、
そ
し
て
「
混
乱
」、
で
あ
っ
た
。
具
は
語
る
。

　「
す
で
に
保
健
所
と
東
京
都
が
入
っ
て
院
内
感
染
対
策
を
講
じ
て
い
ま
し
た
。
陽
性
者
は
部
屋
を
移
し
て
隔
離
し
、

医
療
従
事
者
は
ガ
ウ
ン
や
マ
ス
ク
な
ど
の
個
人
防
護
具（

Ｐ
Ｐ
Ｅ）

を
着
け
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ま
何
人
の
陽
性
患
者

が
ど
こ
に
い
て
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
症
し
、
感
染
が
拡
が
っ
た
の
か
と
い
う
全
体
像
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

全
体
像
が
つ
か
め
な
け
れ
ば
、
ど
こ
を
ど
う
遮
断
す
る
か
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
病
棟
は
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。
各
病

棟
で
陽
性
患
者
が
隔
離
さ
れ
て
い
た
け
ど
、
陰
性
の
人
も
同
じ
病
棟
に
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
伝
播
の
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
。

感
染
制
御
チ
ー
ム（

Ｉ
Ｃ
Ｔ）
は
あ
り
ま
し
た
が
、
専
門
の
看
護
師
さ
ん
は
院
内
外
か
ら
の
電
話
の
問
い
合
わ
せ
に
忙
殺

さ
れ
て
現
場
に
行
け
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
」

　
具
は
院
内
感
染
の
全
体
像
を
描
く
作
業
に
着
手
す
る
。
時
系
列
で
発
症
し
た
患
者
の
数
を
棒
グ
ラ
フ
で
示
す
「
流
行

曲
線（

エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
カ
ー
ブ）

」
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。
実
地
疫
学
の
基
本
で
あ
る
。
流
行
曲
線
が
描
け
れ
ば
、
潜

伏
期
間
や
感
染
の
拡
が
り
を
検
討
す
る
手
が
か
り
が
で
き
る
。
壊
れ
た
羅
針
盤
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
作
業
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
錯
綜
す
る
感
染
情
報
を
整
理
し
、
陽
性
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の
発
症
日
を
確
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
大
前
提
と
し
て
「
感
染
症
法（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律）

」
に
則
っ
て
い
る
。
こ
の
法
律
の
枠
組
み
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
「
指
定
感
染
症
」
と
さ
れ
、
患
者
の
行
動
制

限
や
、
入
院
措
置
、
医
療
費
の
公
費
負
担
な
ど
の
対
応
が
根
拠
づ
け
ら
れ
た
。
患
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
の
診
断
を

し
た
医
師
は
、「
発
生
届
」
を
保
健
所
に
出
す
。
保
健
所
は
記
入
事
項
を
確
か
め
て
都
道
府
県
に
伝
え
、
患
者
の
療
養

先
を
割
り
振
る
。
入
院
調
整
は
基
本
的
に
都
道
府
県
が
担
う
。

第 1章　永寿ケース
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具
は
、
台
東
保
健
所
や
東
京
都
と
永
寿
の
発
生
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
陽
性
の
患
者
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
電
子
カ
ル
テ

を
読
み
解
き
、
発
症
時
期
を
確
定
し
て
い
っ
た
。
混
乱
状
態
で
の
情
報
の
整
理
は
想
像
以
上
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
感
染
制
御
チ
ー
ム
と
と
も
に
病
棟
を
回
り
、
感
染
対
策
の
あ
や
ふ
や
さ
に
危
機
感
を
抱
い
た
。
例
を
あ
げ

る
と
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
着
た
医
師
や
看
護
師
は
へ
と
へ
と
に
疲
れ
、
手
袋
を
替
え
る
べ
き
と
こ
ろ
で
替
え
て
い
な
い
。
ナ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
汚
染
物
は
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
も
崩
れ
か
け
て
い
る
。
混
乱
を
収
め
る
に
は
陽
性
患
者

と
陰
性
患
者
を
集
団
的
に
隔
離（

コ
ホ
ー
テ
ィ
ン
グ）

し
て
切
り
離
し
、
汚
染
エ
リ
ア
と
ク
リ
ー
ン
エ
リ
ア
を
厳
格
に
区

分（

ゾ
ー
ニ
ン
グ）

し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
永
寿
の
院
内
感
染
は
主
に
五
階
〜
八
階
の
東
と
西
、
八
つ
の
病
棟
で
発
生
し
て
い
た
。
病
棟
の
呼
び
方
は
東
、
西
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
同
じ
階
の
フ
ロ
ア
は
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
東
と
西
の
患
者
や
職
員
が
交
差
し
て
感
染
を
拡

げ
た
可
能
性
が
高
い
。
具
は
、
初
め
て
永
寿
に
入
っ
た
三
月
三
〇
日
に
、
湯
浅
祐
二
院
長（

当
時）

は
じ
め
医
師
た
ち
を

前
に
、
病
棟
を
再
編
す
る
よ
う
諭
し
た
。

　「
各
病
棟
で
バ
ラ
バ
ラ
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
陽
性
患
者
を
同
じ
病
棟
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
陰
性
の
人
の
な
か
に
は

濃
厚
接
触
者
も
い
ま
す
か
ら
、
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
状
態
の
変
化
が
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
早
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
な

い
、
陽
性
者
を
見
つ
け
て
陽
性
病
棟
に
移
す
。
こ
れ
を
根
気
よ
く
く
り
返
し
て
い
け
ば
、
新
た
な
陽
性
者
は
出
な
く
な

る
は
ず
で
す
。
病
棟
を
分
け
ま
し
ょ
う
」

　
入
院
患
者
は
、
三
つ
の
陽
性
病
棟
と
三
つ
の
陰
性
病
棟
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。
一
般
の
診
療
が
止
ま
り
、
陽
性
者
の

転
院
や
、
比
較
的
安
定
し
て
い
る
患
者
を
帰
宅
さ
せ
た
こ
と
で
入
院
患
者
が
減
っ
た
の
で
、
残
り
二
つ
の
感
染
病
棟
は

閉
鎖
す
る
。
隔
離
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
強
化
さ
れ
、
院
内
感
染
の
制
圧
モ
ー
ド
に
入
っ
た
。
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流
行
曲
線

　
四
月
半
ば
、
具
ら
の
永
寿
調
査
チ
ー
ム
は
「
支
援
報
告
」
を
公
表
し
た
。
こ
こ
に
院
内
感
染
の
流
行
曲
線
が
描
か
れ

て
い
る（
後
掲
図）

。
よ
う
や
く
全
体
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
院
内
感
染
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
。

　
関
係
者
は
「
起
点
」
に
注
目
し
た
。
始
ま
り
が
わ
か
れ
ば
伝
播
の
過
程
が
見
え
て
く
る
。

　
調
査
チ
ー
ム
は
、
感
染
の
起
点
を
発
症
の
ピ
ー
ク
か
ら
ポ
ツ
ン
と
離
れ
た
二
月
下
旬
、
三
月
初
旬
の
二
人
の
入
院
患

者
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
二
例
が
起
点
と
な
り
、
病
棟
内
で
他
の
患
者
や
医
療
従
事
者
を
介
し
て
集
団
発
生
に
つ
な

が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
感
染
か
ら
発
症
ま
で
数
日
か
ら
一
〇
日
前
後
か
か
る
。

起
点
二
例
の
患
者
は
二
月
半
ば
、
遅
く
と
も
後
半
に
は
感
染
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
起
点
二
人
の
患
者

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
感
染
し
た
の
か
。
ウ
イ
ル
ス
が
ど
こ
か
ら
入
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

　
起
点
二
例
の
発
症
後
、
二
週
間
ば
か
り
感
染
者
の
発
生
が
途
絶
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
三
月
半
ば
に
患
者
、
医
療
従

事
者
が
発
症
し
、
一
気
に
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
起
き
た
。
た
い
て
い
の
病
院
で
は
数
人
が
発
症
し
て
も
大
騒
動
が
勃
発

す
る
が
、
永
寿
で
は
一
日
に
一
四
人
、
一
五
人
と
爆
発
的
に
感
染
者
が
増
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
の
か
。

　
流
行
曲
線
を
手
が
か
り
に
、
さ
ら
に
経
緯
を
詳
し
く
知
ろ
う
と
、
永
寿
病
院
の
広
報
窓
口
を
通
し
て
私
は
院
長
の
湯

浅
に
取
材
を
申
し
込
ん
だ
。
湯
浅
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
一
日
に
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
を
行
な
い
、
亡
く
な
っ
た

患
者
と
遺
族
に
陳
謝
し
、
状
況
を
解
説
し
た
。
真
摯
さ
は
伝
わ
っ
て
き
た
が
、
事
実
関
係
に
し
ぼ
っ
た
質
疑
応
答
は
少

な
か
っ
た
。
総
責
任
者
の
院
長
は
多
く
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
院
長
へ
の
取
材
は
「（

市
中
の）

感
染
が
終
息
し
て
お
ら
ず
、
第
二
、
第
三
波
に
向
け
て
当
院
も
対
策
を
検

第 1章　永寿ケース
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討
中（

で
多
忙）

」
と
拒
ま
れ
た
。
職
員
に
聞
く
と
箝
口
令
が
し
か
れ
て
い
た
。
東
京
都
も
情
報
開
示
に
消
極
的
で
、
永

寿
の
ケ
ー
ス
で
は
記
者
会
見
す
ら
開
か
な
い
。
調
査
チ
ー
ム
の
報
告
と
具
や
匿
名
の
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
湯

浅
の
会
見
内
容
、
そ
の
後
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
院
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
永
寿
総
合
病
院

の
感
染
爆
発
の
経
緯
を
再
現
し
て
み
た
い
。
で
き
る
だ
け
時
間
の
流
れ
に
即
し
て
記
そ
う
。

最
初
の
患
者

　
意
外
に
も
、
永
寿
病
院
と
コ
ロ
ナ
患
者
の
接
触
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
起
点
二
例
よ
り
も
も
っ
と
前
に
感
染
患
者
が

病
棟
に
い
た
事
実
に
突
き
当
た
っ
た
。
二
月
初
旬
、
永
寿
は
二
人
の
感
染
患
者
を
入
院
さ
せ
て
い
る
。
ひ
と
り
は
国
内

初
の
ク
ラ
ス
タ
ー
と
さ
れ
る
屋
形
船
で
の
新
年
会
に
参
加
し
て
い
た
高
齢
男
性
だ
。
他
の
病
院
で
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
後
の
肺
炎
」
と
診
断
さ
れ
、
永
寿
に
運
び
込
ま
れ
た
。
湯
浅
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　「（

男
性
患
者
は）

病
状
が
改
善
し
大
部
屋
に
移
っ
て
ま
も
な
く
、
都
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
報
道
が
あ
っ
た
際
に
「
自

分
も
そ
こ
に
い
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
検
査
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
結
果
は
陰
性
だ
っ
た
の
で
す
。
た
だ
、

こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
同
室
の
患
者
さ
ん
か
ら
は
陽
性
が
出
て
、
後
に
な
っ
て
ご
本
人

の
家
族
も
発
症
さ
れ
、
陽
性
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
」

（
『
文
藝
春
秋
』
二
〇
二
〇
年
九
月
号
、
以
下
、
カ
ッ
コ
内
筆
者
注）

　「
都
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
は
、
一
月
の
半
ば
に
屋
形
船
で
開
か
れ
た
個
人
タ
ク
シ
ー
組
合
の
新
年
会
を
介
し
て

集
団
感
染
が
起
き
た
こ
と
を
さ
す
。
東
京
都
は
、
二
月
一
四
日
の
記
者
発
表
で
、
そ
の
事
実
を
公
表
し
た
。
た
ち
ま
ち

屋
形
船
は
風
評
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
、
客
足
が
絶
え
る
の
だ
が
、
記
者
会
見
の
内
容
を
知
っ
た
入
院
中
の
男
性
患
者
が

「
自
分
も
そ
こ
に
い
た
」
と
言
い
出
し
、
永
寿
の
院
内
は
騒
然
と
な
っ
た
。
永
寿
側
は
、
患
者
と
接
触
し
た
全
職
員
の

6
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
保
健
所
に
求
め
る
。

　
し
か
し
国
の
基
準
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、
広
範
な
検
査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
徹
底
的
に
検
査
が
実
施
さ

れ
、
陽
性
者
が
隔
離
さ
れ
て
い
た
ら
集
団
感
染
は
抑
え
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
が
最
初
の
節
目
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
を
「
発
熱（

37
・
５
℃
以
上）

か
つ
呼
吸
器

症
状
」＋
「
発
症
か
ら
二
週
間
以
内
に
流
行
地
域（

中
国
の
武
漢
市
を
含
む
湖
北
省
な
ど）

に
渡
航
ま
た
は
居
住
」
と
い
う

基
準
を
軸
に
絞
り
込
ん
で
い
た
。
検
査
に
、
武
漢
、
湖
北
省
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
制

限
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
考
え
方
で
は
、
屋
形
船
の
新
年
会
参
加
者
は
、
武
漢
と
の
直
接
的
な
関
係
が
な
い
た
め
、

疑
い
例
に
も
入
ら
な
い
。
厚
労
省
基
準
で
は
、
市
中
で
広
が
る
感
染
経
路
不
明
の
患
者
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
二

月
二
七
日
に
厚
労
省
結
核
感
染
症
課
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
行
政
検
査
に
つ
い
て
」
と
い
う
通

知
で
「
入
院
を
要
す
る
肺
炎
」
が
疑
わ
れ
、「
医
師
が
総
合
的
に
判
断
」
す
れ
ば
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
と
や
や

対
象
を
広
げ
た
も
の
の
、
保
健
所
は
、
武
漢
渡
航
歴
の
有
無
に
引
き
ず
ら
れ
、
疑
わ
し
い
患
者
や
接
触
者
を
検
査
対
象

か
ら
外
し
て
し
ま
う
。
永
寿
だ
け
で
な
く
、
他
の
コ
ロ
ナ
疑
い
の
肺
炎
患
者
を
受
け
入
れ
た
病
院
も
、
保
健
所
に
検
査

を
拒
ま
れ
、
医
療
を
管
轄
す
る
東
京
都
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
て
い
た
。

　
永
寿
で
は
、
屋
形
船
の
新
年
会
に
出
席
し
て
い
た
男
性
患
者
は
陰
性
と
判
定
さ
れ
た
が
、
同
室
の
患
者
か
ら
陽
性
者

が
出
て
、
慌
て
て
隔
離
を
す
る
。
そ
の
後
、
感
染
者
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
院
長
の
湯
浅
は
、
肺
炎
患
者
が
い
た

病
棟
で
の
感
染
は
「
一
旦
収
束
」
し
た
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「
同
室
の
方
の
発
症
以
後
は
、
男
性（

患
者）

が
い
た
病
棟
で
は
、
新
規
の
肺
炎
患
者
は
発
生
せ
ず
に
ご
本
人
も
退
院

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
集
団
感
染
よ
り
も
前
に
一
旦
収
束
を
見
た
こ
と
も
ま
た
、
確
か
で
す
」

（

『
文
藝
春
秋
』
二
〇
二
〇

第 1章　永寿ケース
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年
九
月
号）

。
つ
ま
り
、
屋
形
船
で
の
新
年
会
由
来
の
集
団
感
染
と
、
の
ち
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
は
別
の
も
の
と
院
長
は

断
定
し
て
い
る
。
が
、
は
た
し
て
、
ふ
た
つ
の
院
内
感
染
は
別
物
な
の
か
。
永
寿
の
感
染
拡
大
の
謎
を
解
く
、
検
証
上

の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
が
屋
形
船
と
永
寿
の
感
染
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。

　
永
寿
の
火
消
し
に
入
っ
た
具
は
、
こ
う
語
る
。

　「
結
論
的
に
は
「
わ
か
ら
な
い
」
で
す
。
関
連
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
ど
こ
で
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
が

確
定
で
き
な
か
っ
た
」

　
永
寿
が
二
月
初
旬
に
受
け
入
れ
た
も
う
一
人
の
感
染
患
者
は
、
欧
州
か
ら
の
帰
国
者
だ
っ
た
。
他
院
の
「
帰
国
者
・

接
触
者
外
来
」
で
陽
性
と
判
定
さ
れ
、
永
寿
に
入
院
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
と
院
内
感
染
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
「
不

明
」
と
具
は
言
う
。

　
そ
し
て
、
二
月
二
六
日
、
七
〇
代
の
男
性
患
者
Ａ
が
脳
撝
塞
の
診
断
で
「
五
階
西
病
棟
」
に
入
院
し
た
。
起
点
二
例

の
最
初
の
患
者
で
あ
る
。
Ａ
は
三
月
五
日
か
ら
発
熱
し
た
が
、
誤
嚥
を
く
り
返
し
て
い
た
の
で
主
治
医
は
「
誤
嚥
性
肺

炎
」
に
よ
る
発
熱
と
判
断
し
た
。

　
三
月
四
日
、
七
〇
代
の
男
性
患
者
Ｂ
が
肺
炎
で
同
じ
く
五
階
西
病
棟
に
入
院
す
る
。
起
点
の
二
人
目
の
患
者
だ
。

　
Ｂ
は
「
間
質
性
肺
炎
」
の
再
燃
と
診
断
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
た
。
看
護
ス

タ
ッ
フ
も
次
々
高
熱
を
発
し
て
い
た
が
、
通
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
段
階
で

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
視
野
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
。
湯
浅
院
長
は
、「
当
時
は
ま
だ
、
都
内
で
は
一
日
の
新
規
感
染
者

が
一
桁
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
累
計
の
感
染
者
数
が
五
〇
人
ほ
ど
の
頃
で
し
た
。
中
国
で
大
流
行
し
て
い
る
と
は
い
え
、

国
内
で
、
感
染
が
広
が
っ
て
い
た
の
は
北
海
道
や
横
浜
の
ク
ル
ー
ズ
船
ぐ
ら
い
で
、
医
療
体
制
の
し
っ
か
り
し
た
日
本
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で
、
市
中
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
ま
だ
な
い
時
期
で
す
」

（

同
前）

と
ふ
り
返
っ
て
い
る
。

　
状
況
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。「
当
時
」、
ほ
ん
と
う
に
「
市
中
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
ま
だ
な
い
時

期
」
だ
っ
た
の
か
。
く
り
か
え
す
が
、
す
で
に
永
寿
は
屋
形
船
の
新
年
会
出
席
者
や
欧
州
か
ら
帰
国
し
た
感
染
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
。
東
京
都
の
累
計
感
染
者
数
は
、
二
月
二
六
日
の
三
九
人
か
ら
三
月
四
日
に
は
五
五
人
に
増
え
て
い

た
。
世
の
な
か
の
雰
囲
気
は
、
二
月
二
四
日
、
政
府
に
助
言
を
し
て
い
た
専
門
家
会
議
の
尾
身
茂
副
座
長
が
、「
こ
れ

か
ら
一
、二
週
間
が
急
速
に
感
染
拡
大
す
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
」
と
語
り
、
一
変
し
た
。
警
戒
感
が
高
ま
り
、
安
倍

晋
三
首
相（

当
時）
は
二
月
二
七
日
に
「
全
国
一
斉
休
校
」
を
教
育
現
場
に
要
請
す
る
。
日
に
日
に
感
染
者
が
増
え
て
い

る
。
施
設
内
の
感
染
は
、「
北
海
道
や
横
浜
の
ク
ル
ー
ズ
船
」
以
外
に
も
起
き
て
い
た
。
二
月
半
ば
に
は
和
歌
山
県
湯

浅
町
の
済
生
会
有
田
病
院（
一
八
四
床）

で
集
団
感
染
が
発
生
し
、
仁
坂
吉
伸
知
事
ら
が
積
極
的
に
動
き
、
懸
命
に
抑
え

こ
も
う
と
し
て
い
た
。
神
奈
川
県
の
相
模
原
中
央
病
院（

一
六
〇
床）

で
も
院
内
感
染
が
発
生
し
て
い
る
。

　
湯
浅
院
長
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
会
見
で
、「
急
性
期
病
院
で
は
発
熱
や
肺
炎
を
起
こ
す
、
他
の
病
気
を
持
つ
患
者

さ
ん
は
珍
し
く
な
い
が
、
そ
の
な
か
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
い
る
こ
と
を
常
に
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ア
ウ
ト
ブ
レ

イ
ク
が
発
生
し
た
当
時
に
は
、
そ
う
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。
院
長
の
こ
う
し
た
状
況
把
握
は
後
々
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
永
寿
の
現
場
に
戻
ろ
う
。

ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

　
三
月
一
四
日
ご
ろ
か
ら
「
五
階
西
病
棟
」
で
複
数
の
患
者
が
発
症
し
た
。
起
点
の
患
者
Ａ
と
Ｂ
と
同
じ
病
棟
で
あ
る
。

看
護
ス
タ
ッ
フ
は
感
染
制
御
部
に
報
告
を
入
れ
る
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
な
が
ら
な
い
。
五
階
西
病
棟
に
は
糖
尿
病
・

第 1章　永寿ケース
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内
分
泌
内
科
、
循
環
器
内
科
、
腎
臓
内
科
、
透
析
室
と
多
種

類
の
診
療
科
の
患
者
が
入
院
し
て
い
た
。
主
治
医
に
よ
っ
て

患
者
の
症
状
の
と
ら
え
方
が
違
い
、
判
断
が
遅
れ
た
可
能
性

も
あ
る
。

　
三
月
一
九
日
、
患
者
と
医
療
従
事
者
、
合
わ
せ
て
一
〇
人

が
不
可
解
な
発
熱
を
し
た
。
事
態
は
急
展
開
す
る
。
翌
二
〇

日
、
永
寿
は
「
集
団
感
染
の
可
能
性
」
を
保
健
所
に
報
告
し
、

よ
う
や
く
危
機
が
行
政
に
も
伝
わ
る
。

　
三
月
二
一
日
、
五
階
西
病
棟
の
「
起
点
」
と
さ
れ
る
七
〇

代
の
患
者
Ａ
、
Ｂ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ
れ
る
。
永
寿
の

関
係
者
で
初
め
て
の
検
査
だ
っ
た
。
彼
ら
二
人
が
最
初
に
検

査
さ
れ
た
の
は
、
容
態
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
た
か
ら
だ
。

流
行
曲
線
で
は
二
人
の
発
症
時
期
は
二
月
下
旬
、
三
月
初
旬

と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
三
週
間
、
診
断
が
つ
か
な
い
ま
ま
経

過
し
、
重
症
化
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
感
染
の
震
源
で
あ
る

五
階
西
病
棟
へ
の
新
た
な
入
院
が
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
三
月
二
三
日
、
起
点
の
患
者
Ａ
、
Ｂ
の
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性

が
判
明
し
た
。
そ
し
て
二
人
は
、
翌
二
四
日
と
二
九
日
に
そ

永寿総合病院におけるCOVID‒19 の感染症報告例，患者･医療従事者等別．
2020 年 2 月 25 日～4 月 9 日（2020 年 3 月 23 日～4 月 9 日報告分）
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